
学 童 部 今 後 の 日 程 ２ 月 １ 日 現 在

2 月 7 日 日 東 京 キ ッ ズ ベ ー ス ボ ー ル ア カ デ ミ ー 若 松 公 園 球 場
市 認 定 審 判 講 習 会 （ 東 部 ・ 北 部 ） 高 瀬 運 動 広 場

2 月 1 1 日 木 ・ 祝 県 指 導 者 講 習 会 （ １ 日 目 ） 成 田 市 国 際 文 化 会 館 ほ か
市 認 定 審 判 講 習 会 （ 西 部 ・ 南 部 ） 若 松 公 園 球 場

2 月 1 4 日 日 県 指 導 者 講 習 会 （ ２ 日 目 ） 成 田 市 国 際 文 化 会 館
2 月 2 8 日 日 県 認 定 審 判 講 習 会 若 松 公 園 球 場
3 月 6 日 土 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 野 球 教 室 若 松 公 園 球 場
3 月 1 4 日 日 平 成 ２ ２ 年 度 学 童 部 総 会 運 動 公 園 会 議 室 （ 予 定 ）

春 季 大 会 監 督 会 議 ・ 抽 選 会 　 　 　 同 上
3 月 2 8 日 日 春 季 大 会 総 合 開 会 式 船 橋 市 民 球 場 （ 予 定 ）

学 童 部 功 労 者 表 彰 　 　 　 同 上

平
成
二
二
年
の
学
童
部
新

年
会
が
、
一
月
一
六
日
（
土
）

フ
ロ
ー
ラ
西
船
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
田
北
部
支
部
長
の
開
会

の
言
葉
に
続
き
、
河
崎
理
事

長
、
大
沢
野
球
協
会
会
長
、

来
賓
の
加
藤
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
斉
藤
学
童
部
顧
問
に
よ

る
乾
杯
の
あ
と
、
懇
親
に
入

り
ま
し
た
。

所
用
で
遅
れ
て
き
た
藤
代

船
橋
市
長
は
、
昨
年
の
市
民

球
場
改
修
の
こ
け
ら
落
と
し

が
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル

ズ
を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ

た
こ
と
、
今
年
九
月
に
開
催

さ
れ
る
千
葉
国
体
で
は
船
橋

で
、
高
校
軟
式
野
球
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
三
競
技
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
い
来
船
す
る
選
手

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
応
援

に
来
る
皆
様
も
温
か
く
お
迎

え
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

総
勢
約
一
〇
〇
名
の
出
席

者
は
早
速
、
練
習
試
合
の
日

程
調
整
な
ど
各
所
で
懇
談
が

盛
り
上
が
る
中
、
来
年
幹
事

の
東
部
支
部
を
代
表
し
て
星

野
会
計
の
中
締
め
で
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
後
二
カ
月
余
り

と
な
り
ま
し
た
が
、
二
月
以

降
の
事
業
予
定
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
二
月
に
は
今
年

度
初
開
催
と
な
る
、
４
年
生

以
下
を
対
象
と
し
た
野
球
教

室
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

三
月
の
学
童
部
総
会
で
は
役

員
の
改
選
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途

連
絡
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

ホームランニュース 平成２２年２月１日
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各
チ
ー
ム
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
、
今
年
こ
そ
優

勝
目
指
し
て
一
生
懸
命
練
習
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
寒
い
時
期
に
練
習
を
し
て
体

力
を
つ
け
て
お
れ
ば
春
先
よ
り
素
晴
ら
し
い
試
合
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
各
コ
ー
チ
の
皆
様
は
健
康
に

十
二
分
に
注
意
さ
れ
、
子
ど
も
達
は
怪
我
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
各
チ
ー
ム
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
船
橋
大
会
は
も
と
よ
県

大
会
、
関
東
大
会
と
十
分
な
力
を
発
揮
し
、
船
橋
の
強
さ
を
十
二
分
に

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
り
、
学
童
部
は
も
ち
ろ
ん
各
チ
ー

ム
の
皆
様
は
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々

と
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
各
チ
ー
ム
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

新年の挨拶
野球協会少年 学童部理事長 河崎六郎

理
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介
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澤
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平
成
二
十
二
年

学
童
部
新
年
会
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三
月
ま
で
の

事
業
予
定

（１）



一
二
月
一
三
日
（
日
）
船

橋
市
役
所
一
一
階
大
会
議
室

で
、
千
葉
県
理
学
療
法
士
会

ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
に
対
す
る
投
球
障
害
予
防

教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
学
童
部
所
属
チ
ー

ム
や
リ
ト
ル
リ
ー
グ
の
指
導

者
八
〇
名
と
リ
ト
ル
リ
ー
グ

の
選
手
二
七
名
の
参
加
が
あ

り
、
講
師
の
船
橋
整
形
外
科

病
院
、
高
村
隆
ス
ポ
ー
ツ
医

学
セ
ン
タ
ー
課
長
に
よ
る
肩
、

肘
に
お
け
る
「
投
球
障
害
」

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し

た
リ
ト
ル
リ
ー
グ
の
選
手
を

モ
デ
ル
に
、
体
の
柔
軟
性
や

身
体
機
能
・
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ

ク
の
仕
方
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
、
各
チ
ー
ム
指
導
者
か

ら
予
定
時
間
を
超
過
す
る
ほ

ど
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
大

変
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
学
童
部
で

は
本
講
習
会
を
、
学
童
部
の

指
導
者
講
習
会
と
位
置
付
け
、

参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
数
の
指
導
者

の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
を
報

告
し
ま
す
。

一
一
月
二
三
日
若
松
公
園

球
場
に
お
い
て
、
平
成
二
一

年
度
の
優
秀
選
手
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
春
季
・
夏

季
・
秋
季
大
会
ベ
ス
ト
４
の

チ
ー
ム
及
び
各
支
部
か
ら
推

薦
さ
れ
た
三
〇
名
の
六
年
生

が
、
河
崎
理
事
長
よ
り
表
彰

状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
河
崎
理
事
長
は
「
優

秀
選
手
に
選
ば
れ
た
君
た
ち

は
チ
ー
ム
の
模
範
と
な
っ
て

今
後
も
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
、
ま
た
、
中
学
、
高
校
と

野
球
を
続
け
是
非
プ
ロ
野
球

選
手
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
を
お
く
り
ま
し
た
。

ホームランニュース 平成２２年２月１日

「
投
球
障
害
予
防
教
室
」

井 口 雅 文 夏見台アタックス

稲 森 健 将 夏見台アタックス

和 田 海 都 塚田クラブ

柿 崎 丈 塚田クラブ

山 本 晃 大 田喜野井ターキーズ

阿 部 正 明 前原エイトマン

楠 原 誠 太 習志野台ワンパクズ

佐々木 大 智 さざんかポニーズ

澤 田 憲 人 法典コンドル

板 垣 泰 斗 小栗原ベアーズ

寺 内 皓 大 高郷スターズ

南 歩 文 人 西習志野グリーンファイター

定 塚 伊 作 習志野台ワンパクズ

菅 野 真 也 習志野サンデーズ

青 木 俊 太 高郷スターズ

圷 智 弘 前原エイトマン

難 波 皓 平 田喜野井ターキーズ

福 岡 旺 太 前原サンライズ

安 部 由 悠 藤上ベアーズ

野 口 智 優 小栗原ベアーズ

細 野 亮 祐 法典コンドル

江 川 栄 章 夏見台アタックス

野 村 英 和 ＦＴＪ

寺 西 雄 大 西海ドラゴンズ

西 田 拓 磨 海神スパローズ

渡 邉 孝志郎 宮本ビーバース

阿 部 雄 基 西高根ラッキーズ

五十川 尚 輝 さざんかポニーズ

中 野 佑 輔 小室ライオンズ

平
成
二
一
年
度

優
秀
選
手

１．投球障害とは

◎肩や肘が痛くて投げられない・・

◎痛くて力が入らない・・

◎肩が抜けそうな感じになる・・

２．三つの要因

◎からだの柔軟性・筋力

◎使いすぎ（オーバーユース）

◎投げ方

投球障害の予防に必要なこと

◎正しい技術を教える

◎身体機能も大切

◎ウォーミングアップ、クールダウンを

しっかり

◎ストレッチ、アイシングなどのケアを

行う

◎自己管理をさせる

※講習会資料より抜粋

☆オーバーユースの予防

①８０球以上なげない、また連投しない

②ウォーミングアップ、クールダウンをしっかり

③基礎的なストレッチや筋力・バランストレーニングを行う

④肩、肘に負担をかけないフォームで投げる

⑤アイシングなどの体のケア

あきらかな原因がなく

痛くて投げられない状態・症状

のことをいいます
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夏
見
台
Ａ

田
喜
野
井
Ｔ

0 0

0 0

0 1

2 0

0 1

3 4

5 6

夏
見
台
Ａ

西
海
Ｄ

0 0
0 0
0 0
1 0
0 2
0 0
2 X 0
3 2

大
穴
Ｐ

ツ
イ
ン
Ｄ

0 1
0 0
0 6
3 4
0 0
3 11

決
勝
戦
は
九
月
一
三
日
豊

富
球
場
Ａ
面
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

対
戦
は
、
前
日
大
穴
ペ
ガ

サ
ス
を
一
一
対
〇
、
四
回
コ
ー

ル
ド
で
下
し
た
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
と
、
前
日
の
雨
で
ノ
ー

ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
た
め
当
日

の
第
一
試
合
で
ツ
イ
ン
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
を
効
率
の
良
い
攻

め
で
四
対
一
で
破
っ
た
田
喜

野
井
タ
ー
キ
ー
ズ
と
の
戦
い

に
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
田
喜
野
井
タ
ー
キ
ー

ズ
が
三
回
に
一
点
を
先
制
し

た
も
の
の
、
四
回
裏
に
夏
見

台
ア
タ
ッ
ク
ス
が
逆
転
し
、

こ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
五
回
表
、

田
喜
野
井
は
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル

を
足
掛
か
り
に
二
死
二
・
三

塁
と
攻
め
、
サ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー

の
大
き
な
離
塁
が
捕
手
の
三

塁
送
球
ミ
ス
を
誘
い
同
点
に

追
い
つ
き
、
そ
の
裏
を
三
者

凡
退
に
抑
え
サ
ド
ン
デ
ス
に

持
ち
込
み
ま
し
た
。

サ
ド
ン
デ
ス
表
の
攻
撃
、

田
喜
野
井
は
無
死
満
塁
か
ら

三
番
横
溝
君
が
い
き
な
り
左

中
間
へ
エ
ン
タ
イ
ト
ル
と
な

る
二
塁
打
を
打
ち
二
点
を
挙

げ
、
な
お
無
死
二
・
三
塁
。

さ
ら
に
四
番
猪
股
君
の
三
塁

ゴ
ロ
の
送
球
を
一
塁
手
が
エ

ラ
ー
、
そ
の
間
に
二
塁
ラ
ン

ナ
ー
の
横
溝
君
が
好
走
塁
で

生
還
、
こ
の
回
四
得
点
。
対

す
る
夏
見
台
は
二
番
平
君
の

セ
カ
ン
ド
ゴ
ロ
で
一
点
を
挙

げ
、
一
死
二
・
三
塁
。
三
番

関
君
の
こ
の
日
二
本
目
と
な

る
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
二
塁

打
で
二
点
を
追
加
、
一
点
差

と
し
、
な
お
一
死
二
塁
。
四

番
打
者
は
三
振
で
ツ
ー
ア
ウ

ト
と
な
る
が
、
五
番
澤
田
君

が
四
球
を
選
び
出
塁
、
盗
塁

も
あ
り
二
死
二
・
三
塁
と
一

打
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
、
打
者

は
前
の
打
席
で
二
塁
打
を
打
っ

て
い
る
、
稲
森
君
。
し
か
し

こ
こ
は
田
喜
野
井
の
三
番
手

投
手
高
橋
君
が
三
振
に
抑
え

て
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
、
田
喜
野

井
タ
ー
キ
ー
ズ
は
船
橋
市
の

大
会
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
準
優
勝
は
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
、
三
位
は
ツ
イ
ン
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
、
大
穴
ペ
ガ
サ
ス

の
二
チ
ー
ム
で
し
た
。

な
お
、
県
大
会
出
場
権
を

か
け
た
三
位
同
士
の
代
表
決

定
戦
は
閉
会
式
終
了
後
、
同

球
場
で
お
こ
な
わ
れ
、
三
回
、

四
回
に
大
量
点
を
挙
げ
た
ツ

イ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
が
、
大

穴
ペ
ガ
サ
ス
の
反
撃
を
三
点

に
抑
え
、
一
一
対
三
で
勝
ち
、

優
勝
の
田
喜
野
井
タ
ー
キ
ー

ズ
、
準
優
勝
の
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
と
と
も
に
、
千
葉
県
少

年
野
球
低
学
年
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
十
二
回
船
橋
市
少
年
学

童
野
球
新
人
大
会
は
来
年
の

国
体
に
向
け
て
改
修
の
終
わ
っ

た
市
民
球
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今

大
会
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
日
程
が

大
幅
に
狂
い
、
決
勝
戦
が
年

内
に
行
わ
れ
る
か
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
参
加
各
チ
ー
ム

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

無
事
一
一
月
一
五
日
に
予
定

ど
お
り
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

代
表
決
定
戦

決
勝
戦
は
、

春
季
大
会

準
優
勝
の

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
と
初
の

決
勝
進
出
を
決
め
た
西
海
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
の
南
部
支
部
同
士

の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

三
回
ま
で
は
両
チ
ー
ム
と

も
ラ
ン
ナ
ー
を
出
す
も
の
の

無
得
点
の
ま
ま
進
み
ま
し
た

が
、
四
回
の
裏
、
夏
見
台
は

ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
四
球
で
出

た
大
田
君
が
三
塁
ま
で
進
み
、

七
番
渡
辺
君
の
シ
ョ
ー
ト
へ

の
内
野
安
打
で
先
制
の
ホ
ー

ム
を
踏
み
ま
し
た
。
西
海
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
は
続
く
五
回
の
表

に
先
頭
打
者
八
番
吉
宇
田
君

の
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
を
足
が

か
り
に
、
四
球
、
フ
ィ
ル
ダ
ー

チ
ョ
イ
ス
と
無
死
満
塁
の
チ
ャ

ン
ス
。
夏
見
台
の
ワ
イ
ル
ド

ピ
ッ
チ
で
一
点
を
返
し
同
点

に
追
い
つ
き
な
お
、
無
死
二
・

三
塁
。
一
死
後
、
二
塁
へ
の

内
野
ゴ
ロ
の
間
に
三
塁
走
者

が
生
還
、
逆
転
す
る
も
、
後

続
が
絶
た
れ
リ
ー
ド
は
一
点
。

夏
見
台
は
五
回
、
六
回
と
無

得
点
、
対
す
る
西
海
は
六
回

表
に
続
き
、
七
回
に
も
二
死

後
か
ら
ヒ
ッ
ト
が
出
て
二
・

三
塁
と
攻
め
る
が
後
一
本
が

出
ず
、
二
対
一
の
ま
ま
七
回

の
裏
に
。
夏
見
台
は
代
打
の

林
君
が
四
球
を
選
び
、
秋
広

君
が
送
り
、
一
死
二
塁
と
し

た
後
一
番
松
本
君
の
投
手
前

の
バ
ン
ト
が
内
野
安
打
に
な

り
、
一
塁
、
三
塁
。
す
か
ざ

ず
、
二
盗
を
決
め
、
二
・
三

塁
と
し
、
二
番
坂
本
君
の
ス

ク
イ
ズ
が
決
ま
り
、
一
得
点
、

打
球
が
一
塁
に
送
球
さ
れ
る

間
に
、
二
塁
走
者
の
松
本
君

も
ホ
ー
ム
イ
ン
、
ツ
ー
ラ
ン

ス
ク
イ
ズ
が
成
功
し
、
劇
的

な
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
と
な
り

ま
し
た
。
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク

ス
は
三
年
ぶ
り
二
回
目
の
優

勝
、
準
優
勝
は
西
海
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
、
三
位
は
塚
田
ク
ラ
ブ
、

宮
本
ビ
ー
バ
ー
ス
で
し
た
。

な
お
、
今
年
か
ら
本
大
会

は
元
巨
人
、
中
日
で
活
躍
さ

れ
た
江
藤
省
三
氏
か
ら
優
勝

杯
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
江

藤
省
三
杯
争
奪
戦
と
い
う
冠

が
付
き
ま
し
た
。
表
彰
式
で

は
江
藤
氏
か
ら
入
賞
チ
ー
ム

に
賞
状
、
優
勝
杯
等
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

ホームランニュース 平成２２年２月１日

第
一
七
回
船
橋
市
低
学
年
大
会

第
三
二
回
船
橋
市
少
年
野
球
新
人
大
会

第９号（通算４７号） （３）

低学年大会優勝の田喜野井ターキーズ

低学年大会準優勝の夏見台アタックス

平
成
二
一
年
度
の
低
学
年
大
会
は
、
Ｂ
チ
ー
ム
七
チ
ー
ム
を

含
む
全
四
六
チ
ー
ム
の
参
加
し
、
八
月
一
六
日
に
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
県
低
学
年
大
会
の
抽
選
会
の
日
程

及
び
、
船
橋
市
か
ら
三
チ
ー
ム
が
出
場
で
き
る
こ
と
に
伴
い
、

代
表
決
定
戦
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
土
曜
日
に
も
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。



高
郷
Ｓ

夏
見
台
Ａ

0 0
0 0
0 3
0 0
1 0
0 0
0 0
1 3

決勝戦
東部支部 0 1 0 0 0 0 0 3 4
西部支部 0 0 0 1 0 0 0 0 1

３位決定戦
北部支部 6 0 0 0 1 0 0 7
南部支部 0 3 0 1 0 0 1 5

準
決
勝
戦
を
勝
ち
上
が
っ

た
の
は
、
高
郷
ス
タ
ー
ズ
と

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
で
し
た
。

二
回
の
裏
高
郷
は
ノ
ー
ア
ウ

ト
一
・
二
塁
と
攻
め
た
も
の

の
、
内
野
ゴ
ロ
が
続
き
、
二

塁
ラ
ン
ナ
ー
が
続
け
て
三
塁

封
殺
、
そ
の
後
四
球
で
満
塁

と
し
た
が
、
後
続
が
内
野
フ

ラ
イ
を
打
ち
上
げ
先
制
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。

続
く
三
回
の
表
、
夏
見
台
は

一
死
後
、
一
番
の
松
本
君
が

セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
、

四
球
、
フ
ィ
ル
ダ
ー
チ
ョ
イ

ス
で
、
松
本
君
が
還
り
、
一

点
を
先
制
。
な
お
も
一
死
、

二
・
三
塁
で
四
番
秋
山
君
の

投
手
前
の
ゴ
ロ
の
間
に
二
者

が
生
還
し
こ
の
回
三
点
を
挙

げ
た
。
高
郷
は
五
回
の
裏
、

先
頭
打
者
の
二
番
長
部
君
が

四
球
で
出
塁
、
盗
塁
、
ボ
ー

ク
で
三
進
し
、
四
番
駒
崎
君

の
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
生
還
し
、

一
点
を
返
し
た
。
そ
の
後
両

チ
ー
ム
の
投
手
が
踏
ん
張
り

無
得
点
の
ま
ま
試
合
が
進
ん

だ
。
三
対
一
で
迎
え
た
七
回

の
裏
、
高
郷
の
反
撃
も
三
者

凡
退
で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
、
夏

見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
が
二
年
ぶ

り
三
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
準
優
勝
は
高
郷
ス
タ
ー

ズ
、
第
三
位
は
塚
田
ク
ラ
ブ
、

西
習
志
野
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ

タ
ー
の
二
チ
ー
ム
で
し
た
。

こ
の
大
会
を
持
ち
ま
し
て
、

船
橋
市
学
童
部
の
公
式
大
会

は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

支
部
対
抗
戦
は
抽
選
の
結

果
、
東
部
対
南
部
、
西
部
対

北
部
と
い
う
昨
年
と
同
じ
組

み
合
わ
せ
で
一
回
戦
を
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
面

で
行
わ
れ
た
西
部
対
北
部
戦

は
北
部
支
部
が
三
回
に
二
点

を
先
制
し
、
こ
の
ま
ま
逃
げ

切
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

六
回
の
裏
、
西
部
支
部
は
北

部
の
バ
ッ
テ
リ
ー
交
代
に
乗

じ
て
三
点
を
還
し
、
逆
転
で

昨
年
の
支
部
長
ジ
ャ
ン
ケ
ン

負
け
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し

た
。
一
方
、
Ｂ
面
の
東
部
対

南
部
戦
は
、
六
回
の
表
に
東

部
支
部
が
三
点
を
先
制
し
、

そ
の
裏
の
反
撃
を
一
点
に
押

さ
え
決
勝
戦
に
進
み
ま
し
た
。

優
秀
選
手
表
彰
式
の
後
行

わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
二
回
の

表
、
東
部
支
部
の
先
頭
バ
ッ

タ
ー
が
二
塁
打
で
出
塁
、
三

塁
に
進
ん
だ
一
死
後
、
内
野

ゴ
ロ
の
間
に
生
還
一
点
を
先

制
し
た
。
対
す
る
西
部
支
部

も
四
回
の
裏
に
一
点
を
返
し

同
点
に
追
い
つ
い
た
。
そ
の

後
両
チ
ー
ム
と
も
ピ
ッ
チ
ャ
ー

が
好
投
し
、
ラ
ン
ナ
ー
を
出

す
も
の
の
得
点
を
許
さ
ず
、

七
回
を
終
了
し
一
対
一
の
ま

ま
。
時
間
内
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
ま
ま
延
長
戦
に
突
入
、

八
回
の
表
に
西
部
支
部
の
守

備
の
乱
れ
を
つ
き
無
死
満
塁

と
し
、
四
番
の
砂
塚
君
（
西

習
志
野
Ｇ
Ｆ
）
が
ヒ
ッ
ト
を

打
ち
、
二
者
が
生
還
し
た
。

そ
の
後
も
西
部
の
バ
ッ
テ
リ
ー

エ
ラ
ー
で
一
点
を
追
加
し
、

三
点
を
リ
ー
ド
し
た
。
そ
の

裏
の
西
部
支
部
の
攻
撃
を
継

投
で
三
者
凡
退
に
抑
え
た
東

部
支
部
が
四
対
一
で
昨
年
に

続
き
支
部
対
抗
戦
を
連
覇
し

た
。
同
点
引
き
分
け
で
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
戦
を
免
れ
た
三
山
東

部
支
部
長
は
、
ほ
っ
と
し
た

表
情
で
河
崎
理
事
長
か
ら
優

勝
杯
を
受
け
取
っ
た
。

Ａ
面
で
行
わ
れ
た
三
位
決
定

戦
は
、
初
回
に
大
量
六
点
を

挙
げ
た
北
部
支
部
が
南
部
支

部
の
反
撃
を
五
点
に
抑
え
、

七
対
五
で
逃
げ
切
っ
た
。
二

十
一
年
支
部
対
抗
戦
の
最
終

成
績
は
、
優
勝
・
東
部
支
部
、

準
優
勝
・
西
部
支
部
、
第
三

位
・
北
部
支
部
、
第
四
位
・

南
部
支
部
で
し
た
。

ホームランニュース 平成２２年２月１日

第
三
四
回
船
橋
市
秋
季
市
民
大
会

少
年
学
童
の
部
（
秋
季
大
会)

平
成
二
一
年
度
支
部
対
抗
戦

第９号（通算４７号） （４）

第
三
四
回
船
橋
市
秋
季
市
民
大
会
少
年
学
童
の
部
決
勝
戦
は

十
一
月
十
五
日
、
新
装
な
っ
た
船
橋
市
民
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
学
校
行
事
等
の
関
係
で
当
日
、

午
前
中
に
準
決
勝
戦
を
行
う
と
い
う
厳
し
い
日
程
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

二
一
年
学
童
部
最
後
の
行
事
、
支
部
対
抗
と
優
秀
選
手
表

彰
が
十
一
月
二
十
三
日
、
若
松
公
園
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。



オ
ー
ル
船
橋

八
千
代
選
抜

1 0
0 0
0 0
0 0
8 0
X 6
9 6

船
橋
Ａ

市
川
Ｂ

0 5
1 1
0 0
0 0
1 3
1 0
0 0
3 9

9 3

6 1

5 3 0 7 0 1

7 0 7 0

0

船

橋

Ａ

船

橋

Ｂ

鎌

ヶ
谷

Ｂ

鎌

ヶ
谷

Ａ

浦

安

Ａ

市

川

Ｂ

我

孫

子

Ｂ

浦

安

Ｂ

0

0

平 成 ２１年 度 　五 市 親 善 野 球 大 会

市 川 Ｂ

市

川

Ａ

我

孫

子

Ａ

1

松
岡
さ
ん
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

八
千
代
選
抜
の
先
攻
で
始

ま
っ
た
試
合
は
、
一
回
の
裏
、

振
り
逃
げ
で
出
塁
し
た
一
番

田
辺
さ
ん
を
、
四
番
打
者
の

松
岡
さ
ん
が
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ

ト
で
還
し
、
幸
先
良
く
一
点

を
先
取
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

両
チ
ー
ム
投
手
が
好
投
し
五

回
表
ま
で
無
得
点
で
進
み
ま

し
た
。
特
に
、
船
橋
の
先
発

ピ
ッ
チ
ャ
ー
松
岡
さ
ん
は
五

回
を
毎
回
の
十
奪
三
振
と
好

投
し
、
打
者
一
五
人
と
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
に
抑
え
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
投
手
戦
で
終
わ

る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

五
回
裏
、
オ
ー
ル
船
橋
は
一

死
後
、
四
連
打
を
含
む
打
者

一
三
人
の
猛
攻
で
八
得
点
を

挙
げ
ま
し
た
が
、
八
千
代
選

抜
も
六
回
表
、
船
橋
の
投
手

交
代
の
機
を
捉
え
、
先
頭
打

者
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
始
ま
り
、

四
球
を
挟
み
五
連
打
で
五
得

点
の
猛
反
撃
、
し
か
し
、
リ

リ
ー
フ
の
大
森
さ
ん
が
ピ
ッ

チ
ャ
ー
ゴ
ロ
の
間
に
一
点
を

失
っ
た
も
の
の
三
人
で
ピ
シ
ャ

リ
と
抑
え
ま
し
た
。
終
盤
の

両
チ
ー
ム
の
攻
撃
で
時
間
が

か
か
っ
た
た
め
時
間
切
れ
、

六
対
九
で
オ
ー
ル
船
橋
レ
デ
ィ
ー

ス
が
逃
げ
切
り
一
八
年
度
か

ら
の
四
連
勝
、
通
算
成
績
を

九
勝
一
敗
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
船
橋
市
の
代
表

は
東
部
支
部
（
船
橋
Ｂ
）
、

北
部
支
部
（
船
橋
Ａ
）
選
抜

の
二
チ
ー
ム
で
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
抽
選
の
結
果
、

初
日
は
シ
ー
ド
と
な
り
二
回

戦
か
ら
の
戦
い
と
な
り
ま
し

た
。
北
部
選
抜
（
船
橋
Ａ
）

は
我
孫
子
Ａ
に
七
対
〇
と
快

勝
し
た
市
川
Ａ
と
対
戦
し
、

一
対
〇
で
、
ま
た
、
鎌
ヶ
谷

Ａ
と
対
戦
し
た
東
部
選
抜

（
船
橋
Ｂ
）
は
三
対
〇
で
勝

ち
、
と
も
に
三
回
戦
へ
と
進

み
ま
し
た
。

準
決
勝
戦
は
、
翌
週
一
〇

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
鎌
ヶ

谷
Ｂ
と
対
戦
し
た
船
橋
Ａ
は

二
回
戦
同
様
一
点
を
守
り
切

り
決
勝
戦
に
進
み
ま
し
た
。

一
方
、
市
川
Ｂ
と
の
戦
い
に

な
っ
た
船
橋
Ｂ
は
中
盤
に
失

点
し
、
〇
対
六
で
敗
退
し
、

残
念
な
が
ら
船
橋
同
士
の
決

勝
戦
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

決
勝
戦
は
、
初
回
に
船
橋

Ａ
の
守
備
の
乱
れ
で
市
川
Ｂ

が
五
点
を
先
取
、
二
回
に
も

一
点
を
追
加
し
大
量
の
リ
ー

ド
を
奪
っ
た
。
そ
の
後
五
回

に
も
三
点
を
追
加
さ
れ
、
反

撃
も
二
回
、
五
回
、
六
回
の

各
一
点
づ
つ
に
終
わ
り
、
結

局
三
対
九
で
敗
れ
、
船
橋
代

表
の
三
連
覇
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

ホームランニュース 平成２２年２月１日

船
橋
レ
デ
ィ
ー
ス

八
千
代
親
善
試
合

私が女子リーグ

と出会ったのは二

年前である。今中

学二年生の娘が六年生の時、女子リーグに参加させていただい

た時に荒井代表からお手伝いを頼まれたのがきっかけであった。

今年の春、荒井代表に監督を依頼され、恩返しと思い快く引き

受けさせていただいた。

私を含め、女子選手の殆どが出会ったばかりの選手同士で、

名前すらよくわからないままに試合を始めなければならない。

しかし、不思議なもので試合が始まる頃には既にチームに和が

でき、自然に試合に入っていける。試合の度にチームワークも

深まり、八千代市との親善試合でも勝利することができた。

娘は今もソフトボールをやっているが、女子リーグで出会っ

た仲間たちと今でも親しくさせてもらっている。ミーティング

でも話したが、勿論これからも野球を頑張ってほしいが、この

出会いと仲間をいつまでも大切にしてほしいと思う。

「出会い」

薬円台リトルスター 池内 正明

五
市
親
善
少
年
野
球
大
会

第９号（通算４７号） （５）

オ
ー
ル
船
橋
レ
デ
ィ
ー
ス
は
一
一
月
二
三
日
、
第
十
回

を
迎
え
た
八
千
代
市
女
子
選
抜
と
の
親
善
試
合
を
若
松
公

園
野
球
場
で
行
い
ま
し
た
。

船
橋
市
の
三
連
覇
を
賭
け
た
、
平
成
二
一
年
度
五
市

（
我
孫
子
・
市
川
・
浦
安
・
鎌
ヶ
谷
・
船
橋
）
親
善
野
球

大
会
は
我
孫
子
市
の
少
年
野
球
場
に
お
い
て
、
十
月
三
日
、

十
日
の
両
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。



第３３回春季市民野球大会少年学童の部 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

（春季大会）Ａリーグ 準 優 勝 田 喜 野 井 タ ー キ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 前 原 エ イ ト マ ン 東部支部

第 ３ 位 塚 田 ク ラ ブ 西部支部

第３３回春季市民野球大会少年学童の部 優 勝 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ 東部支部

（春季大会）Ｂリーグ 準 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

第 ３ 位 海 神 ス パ ロ ー ズ 南部支部

第 ３ 位 習 志 野 サ ン デ ー ズ 東部支部

第３４回船橋市少年学童野球選手権大会 優 勝 習 志 野 台 ワ ン パ ク ズ 東部支部

（夏季大会） 準 優 勝 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ 北部支部

第 ３ 位 法 典 コ ン ド ル 西部支部

第 ３ 位 小 栗 原 ベ ア ー ズ 西部支部

第３４回秋季市民野球大会少年学童の部 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

（秋季大会） 準 優 勝 高 郷 ス タ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 塚 田 ク ラ ブ 西部支部

第 ３ 位 西習志野グリーンファイター 東部支部

第３２回船橋市少年学童野球新人大会 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

（新人大会） 準 優 勝 西 海 ド ラ ゴ ン ズ 南部支部

第 ３ 位 塚 田 ク ラ ブ 西部支部

第 ３ 位 宮 本 ビ ー バ ー ス 南部支部

第１７回船橋市少年学童野球低学年大会 優 勝 田 喜 野 井 タ ー キ ー ズ 東部支部

（低学年大会） 準 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

第 ３ 位 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ 東部支部

第 ３ 位 大 穴 ペ ガ サ ス 北部支部

支部対抗戦 優 勝 東 部 支 部

準 優 勝 西 部 支 部

第 ３ 位 北 部 支 部

第 ４ 位 南 部 支 部

第９回友遊ボール大会 グ ラ ン ド 不良 のた め未 実施

第１０回友遊ボール大会 優 勝 二 和 タ イ ガ ー ス （ Ａ ）

優 勝 西習志野グリーンファイター

優 勝 田喜野井ファイターズ（Ａ）

優 勝 夏 見 パ ワ ー ズ （ Ｂ ）

千葉県少年野球大会 春季Ａリーグベスト４ 夏見台アタックス ２回戦

（千葉日報杯） 田喜野井ターキーズ

前原エイトマン ２回戦

塚田クラブ ２回戦

千葉県少年野球選手権大会 夏季大会ベスト４ 習志野台ワンパクズ ３回戦

（ろうきん旗） さざんかポニーズ ベスト８

連盟主催 法典コンドル ３回戦

小栗原ベアーズ ２回戦

千葉県少年野球低学年大会 低学年上位２チーム 田喜野井ターキーズ

（ロッテ旗） （２１年度は３チーム） 夏見台アタックス ２回戦
ツインドルフィンズ ３回戦

友遊ボール 大会上位チーム ＦＴＪ

西習志野グリーンファイター

ホワイトビーストロング

前原サンライズ

全日本学童千葉県大会 春季Ａ優勝 夏見台アタックス 第３位

協会主催 関東学童千葉県大会 春季Ａ準優勝 田喜野井ターキーズ

関東学童秋季千葉県大会 春季Ｂリーグ優勝 田喜野井ファイターズ 優勝

関東学童秋季大会 県大会優勝 田喜野井ファイターズ

その他 五市親善 支部持ち回り 東部支部選抜 ベスト４

北部支部選抜 準優勝

準派遣大会
東葛大会（春） 学童部（支部）推薦 塚田クラブ

東葛大会（秋） 学童部（支部）推薦 夏見パワーズ

東葛近隣交流 学童部推薦 塚田クラブＢ ベスト８

学童部推薦 宮本ビーバースＢ

（今年度は大会未実施

のため希望チーム）

平
成
二
一
年
度
の
学
童
部

主
催
大
会
及
び
派
遣
大
会
等

の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
試
合
日

程
が
変
則
に
な
っ
た
り
、
フ

ル
メ
ン
バ
ー
で
戦
え
な
い
チ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
多
少
の
番

狂
わ
せ
が
あ
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

学
童
部
主
催
大
会

学
童
部
の
大
会
で
は
夏
見

台
ア
タ
ッ
ク
ス
が
、
春
季
Ａ

リ
ー
グ
、
秋
季
大
会
、
新
人

大
会
の
三
大
会
で
優
勝
し
ま

し
た
。
夏
季
大
会
は
昨
年
Ａ

チ
ー
ム
の
三
大
会
を
制
覇
し

た
習
志
野
台
ワ
ン
パ
ク
ズ
が

優
勝
し
、
ア
タ
ッ
ク
ス
の
三

大
会
制
覇
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

春
季
Ｂ
リ
ー
グ
は
田
喜
野

井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
、
ま
た
、

低
学
年
大
会
は
田
喜
野
井
タ
ー

キ
ー
ズ
が
と
も
に
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
は
夏
季
大
会
を
除
く
全

大
会
で
二
位
位
内
に
入
り
、

安
定
的
な
強
さ
を
み
せ
ま
し

た
。派

遣
大
会

全
日
本
学
童
千
葉
県
大
会

に
出
場
し
た
ア
タ
ッ
ク
ス
は

代
表
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
第
三
位
と
健
闘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
ハ
ム
杯
千

葉
県
大
会
に
出
場
し
た
春
季

Ｂ
優
勝
の
田
喜
野
井
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は

準
決
勝
。
決
勝

を
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
、

一
六
年
の
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ス

ト
ロ
ン
グ
以
来
、
五
年
ぶ
り

二
度
目
の
優
勝
で
関
東
大
会

出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ホームランニュース 平成２２年２月１日第９号（通算４７号）

平
成
二
一
年
度
大
会

及
び
派
遣
大
会
等
の
結
果

（６）


